
■ 現総合計画の構成

いつも新しい流れがある 市川

【次期総合計画を現在と同様に3層構造とする理由】

地方自治法の一部改正により、基本構想の法的な策定義務がなくなった。

しかし

〇基本構想及び基本計画の策定等について、その重要性を鑑み、議員発議により

「市川市議会の議決に付すべき事項を定める条例」に追加

〇これまで、政策（基本構想）、施策（基本計画）、事業（実施計画）という3層構造により行政運営がなされてきた。

１、構成

基本構想
概ね25年間

2001年～2025年

基本計画
10年間

第一次 2001年～20１０年
第二次 20１１年～2021年

実施計画（各３年間）
第一次 2011年～20１３年
第二次 20１4年～20１6年
第三次 ２０１7年～２０19年

基本構想
〇年間

基本計画
〇年間

実施計画
（〇年間ただし毎年見直し）

■ 次期総合計画の構成

・基本理念
・25年後の将来都市像
・基本目標と施策の方向

・10年間のまちづくり
の目標
・基本的な施策

・具体的な事業

・基本理念
・〇年後の将来都市像
・基本目標と施策の方向

・基本的な施策

・具体的な事業

次期総合計画の方向性について（案） 資料２



いつも新しい流れがある 市川

令和３
(202１）

令和４
(202２）

令和５
(202３)

令和６
(202４)

令和７
(202５)

令和８
(202６)

令和９
(202７)

令和10
(20２８)

令和１１
(20２９)

令和12
(203０)

令和1３
(203１)

令和1４
(203２)

令和1５
(203３）

令和16
(2034）

令和17
(2035）

令和１８
(2036）

令和19
(2037）

令和20
(2038）

令和２１
(203９）

令和2２
(20４０）

令和2３
(20４１）

令和2４
(20４２）

基本計画（〇年間）

２、計画期間

現基本構想（～２０２５年）

・実施計画は、毎年評価・見直しを行うことで

基本計画と実施計画の終期を合わせる。

・社会状況の変化にも機動的・柔軟に対応する。

重
点
推
進

２０４２年 就職氷河期と重なった
団塊ジュニア世代が

高齢者となり高齢者人口がピーク

実施計画
（〇年間）

実施計画
（〇年間）

実施計画
（〇年間）

評価・
見直し

評価・
見直し

重
点
推
進

２０３３年 全国の住宅の
３戸に１戸が
空き家となる

【参考】河合 雅司（2017）「未来の年表 人口減少日本でこれから起きること」 講談社
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